
１）基本構成図・下地組図

　 ●鉄骨下地は６１０㎜以下の間隔とします。

　 ●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

　 ●防水紙は横張りとし、下から順に張り上げます。

　 ●センターサイディングは専用ビスを用いて、鉄骨下地に６１０㎜以下の間隔で留め付けます。

　※防火構造とする場合は、防火構造認定別添に従い施工してください。

※各部材は、2021年4月時点のものです。最新の情報は、ＮＩＣＨＩＨＡ金属外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。
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